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１ 田原市の概要 

田原市は、平成１５年８月２０日、旧田原町が旧赤羽根町を編入合併して誕生しま

した。その後、平成１７年１０月１日に、旧渥美町を編入合併し、新「田原市」とし

て歩み始め、平成２５年８月に市制施行１０周年を迎えました。 

旧田原町は、明治２５年（1892年）１０月、田原村が田原町に改められ、その後、

昭和３０年（1955年）１月、町村合併促進法により当時の田原町、神戸村、野田村が

合併し、さらに同年４月杉山村の六連地区が合併して形づくられました。古くから農

業を中心として栄えてきましたが、昭和３９年から東三河臨海工業地帯の造成が始め

られ、現在までに約 1,100haが完成した工業用地には、トヨタ自動車㈱をはじめとす

る多くの企業が進出し、その後は活力ある産業の町として飛躍的に発展しました。ま

た近年は、国際交流や福祉、教育、環境保全の各分野で先進的な取り組みを実施して

きました。 

旧赤羽根町は、明治３９年（1906年）、高松村、赤羽根村、若戸村が合併し赤羽根

村となり、その後、昭和３３年（1958年）に町制が施行されました。地引き網漁や養

蚕などが盛んでしたが、昭和に入り次第に農業中心に転換され、全国的に有名な「電

照菊」をはじめとする施設園芸を中心に農業の町として発展し、また、シラス漁の拠

点となる赤羽根漁港を擁するなど、海の恵みにも育まれてきました。 

旧渥美町は、昭和３０年（1955年）４月、福江町、伊良湖岬村、泉村が合併して町

制が施行され、切花をはじめ、メロン、キャベツなど、全国でも有数の農業地域とし

て知られています。豊かな自然環境や「日出
ひ い

の石門
せ き も ん

」、「恋路ケ浜」などの景勝地に恵

まれることから、多くの観光客が訪れ、トライアスロン大会や島崎藤村の「椰子の実」

にならったイベントを毎年行ってきました。 

田原市は、「うるおいと活力のあるガーデンシティ」を将来像に、海と緑に包まれ

た渥美半島の中で、活発な産業と豊かな暮らしが共存する美しく誇り溢れるガーデン

シティの実現を目指しています。 

 

２ 位置・面積・人口      

位 置 図 

   東経 137°16′00″ 

         北緯  34°39′56″ 

         面積  188.81㎢ 
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【地 勢】 

 田原市は日本のほぼ中央、愛知県の南端に位置し、北は風光明媚な三河湾、南は雄大

な太平洋に面し、東は豊橋市に接し、西は伊勢志摩（三重県）を臨みます。 

 東西方向の延長は約３０㎞、南北方向の延長は約１０㎞、面積は約１８８．８１㎢で、

地目別構成（平成２４年土地に関する統計年報・愛知県）は、農用地（３３．６％）と

森林（２８．５％）が多く、次いで宅地（１２．２％）、道路（５．９％）、水面・河川・

水路（４．４％）、その他（１５．４％）となっています。 

【人口・世帯】                   （平成２５年１０月１日現在） 

区 分 
人 口（人） 世 帯（戸） 

旧田原町 旧赤羽根町 旧渥美町 旧田原町 旧赤羽根町 旧渥美町 

平成 12年 36,981 6,151 22,402 12,164 1,454 5,744 

平成 19年 66,767 21,032 

平成 20年 66,812 21,471 

平成 21年 66,617 21,463 

平成 22年 66,397 21,609 

平成 23年 66,121 21,725 

平成 24年 65,591 21,760 

平成 25年 65,398 21,900 

 

 

３ 産業別人口                 （単位：上段は人、下段は％） 

区分 
第１次産業 第２次産業 第３次産業 

旧田原町 旧赤羽根町 旧渥美町 旧田原町 旧赤羽根町 旧渥美町 旧田原町 旧赤羽根町 旧渥美町 

昭和 

55年 

5,236 2,564 7,865 4,923 390 2,402 5,731 892 4,746 

32.9 66.7 52.4 31.0 10.1 16.0 36.1 23.2 31.6 

昭和 

60年 

4,890 2,578 7,814 6,883 437 1,737 6,450 963 4,909 

26.8 64.8 54.0 37.8 11.0 12.0 35.4 24.2 33.9 

平成 

 2年 

4,661 2,547 7,614 7,926 457 1,765 7,003 1,026 5,131 

23.8 63.2 52.5 40.5 11.3 12.2 35.7 25.5 35.4 

平成 

 7年 

4,433 2,394 7,342 7,674 506 1,836 8,188 1,090 5,201 

21.8 60.0 51.0 37.8 12.7 12.8 40.4 27.3 36.2 

平成 

12年 

4,276 2,308 7,253 8,296 513 1,781 8,788 1,159 4,934 

20.0 58.0 51.9 38.8 12.9 12.7 41.2 29.1 35.3 

13,837 10,590 14,881 

  35.2   26.9   37.9 

平成

17年 

13,502 11,740 15,169 

  33.3   28.9   37.4 

平成

22年 

10,935 10,058 14,830 

  30.5   28.1   41.4 

（国調） 
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４ 議会の概要 

（１）議員定数  

条例定数 ２０人 

任  期 平成２３年２月３日～平成２７年２月２日 

 ※ 議員定数の経緯 

    平成１５年 ８月 ２０人 （現員数 ２６人（定数２０人＋在任特例６人）） 
     赤羽根町を編入合併し市制施行。赤羽根町議員６人は、在任特例制度を適用。 

 

    平成１７年１０月 ３０人 
     渥美町を編入合併。定数条例を３０人と改正し、渥美選挙区を設けて４人の増員選挙を実施。 

 

    平成１９年 ２月 ２０人 
       平成１８年第１回定例会において、定数を２０人とする改正条例を議決。 

平成１９年１月の一般選挙から適用。 

（２）常任委員会 

名   称 委員定数 所   管 

総 務 委 員 会  ７人 

・ 政策推進部の所管に属する事項 

・ 総務部の所管に属する事項 

・ 渥美支所の所管に属する事項 

・ 会計課の所管に属する事項 

・ 消防本部の所管に属する事項 

・ 選挙管理委員会、公平委員会、監査委員及び固定

資産評価審査委員会の所管に属する事項 

・ 他の常任委員会の所管に属さない事項 

経 済 建 設 委 員 会  ７人 

・ 産業振興部の所管に属する事項 

・ 都市建設部の所管に属する事項 

・ 水道部の所管に属する事項 

・ 農業委員会の所管に属する事項 

文 教 厚 生 委 員 会  ６人 

・ 市民環境部の所管に属する事項 

・ 健康福祉部及び福祉事務所の所管に属する事項 

・ 教育委員会の所管に属する事項 

予 算 決 算 委 員 会 １９人 ・ 予算、決算に関する事項 

（３）議会運営委員会 

名   称 委員定数 調 査 事 項 

議 会 運 営 委 員 会  ７人 
議会の運営に関する事項、議会の会議規則・委員会

に関する条例等に関する事項、議長の諮問に関する

事項 

（４）特別委員会 

名   称 定数 目  的 備   考 

広 報 特 別 委 員 会   ８人 
議会だよりの編集・発行及び議会

の広報活動に関する調査研究 

平成２３年２月３日

設置 

議会改革特別委員会 １８人 
議員定数及びその他議会改革に

関することの調査研究 

平 成 ２ ５ 年 １ ２ 月 

１８日設置 
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（５）政党別議員数（五十音順） 

公 明 党 無 所 属 計 

１人 １８人 １９人 
 

（６）会派（平成１６年１１月２日 会派制度設立）（会派届出順） 

公 明 党 田 原 市 議 団 １人 平成１７年 １月１９日結成 

無 所 属 ク ラ ブ  １人 平成１９年 ３月 １日結成 
 

（７）年齢別構成                  （平成２６年４月１日現在） 

30～39 歳 40～49 歳 50～59 歳 60～69 歳 ７０歳以上    最年長 最年少 平均 

０人 ２人  ７人 １０人  ０人 ６８歳 ４１歳 ５７．８歳 
 

（８）議員報酬  

区  分 金  額 改  正 前回改正 

議  長 ４７５,０００円 平成２３年４月１日 450,000円 H16.4.1 

副 議 長 ３９０,０００円 〃 360,000円 〃 

委 員 長 ３７０,０００円 〃 340,000円 〃 

議  員 ３５０,０００円 〃 320,000円 〃 
 

（９）期末手当 

６月 １２月 計 

１４０／１００ １５５／１００ ２９５／１００ 

（加算率 ４５％） 

（10）政務活動費（平成２５年度から） 

   会派へ支給 

   １人当たり 月額２０，０００円  年額２４０，０００円 
 

（11）議会事務局 ６人 

   条例定数 ６人  現在数 ６人 

    事務局長    議事課長    議事グループ（４人） 
 

（12）会議録 

本会議 録音による全文記録（反訳は業者委託） 

委員会 録音による要点筆記
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（13）議会活動状況                   （H25.1.1～H25.12.31） 

議

会

活

動

状

況 

平
成
25
年 

本

会

議 

定 例 会 ４回   会期日数 ８７日   会議日数 １７日 

臨 時 会 １回   会期日数  １日   会議日数  １日 

一般質問 
代表質問  延べ日数  １日   延べ人数  １人 

個人質問  延べ日数  ８日   延べ人数 ４１人 

傍聴者数 年 間   ６５人 

議会運営委員会

  ８回              

協議会  １３

回 

７回              協議会  １６回 

総 務 委 員 会  ３回   付託  １２件    協議会   ８回 

経済建設委員会  ４回   付託  １４件    協議会   ８回 

文教厚生委員会  ５回   付託  １７件    協議会   ７回 

予算決算委員会 １０回   付託  ３８件     

特 別 委 員 会 

広報特別委員会               １４回 

安全・安心なまちづくり特別委員会       １回 

道路整備推進特別委員会            ２回 

議会改革特別委員会              ０回 

全 員 協 議 会  ３回 

行 政 視 察 

総務委員会（７人）    ７月１７日～１９日 

愛知県弥富市「津波避難タワーについて」 

福井県坂井市「公共施設マネジメントについて」 

長野県飯田市（南信州広域連合）「南信州広域連合について」 

経済建設委員会（７人）  ７月１７日～１９日 

熊本県益城町（果実堂）「スマートアグリについて」 

熊本県柳川市「柳川ブランド推進事業について」 

福岡県福岡市「観光案内ボランティアについて」 

山口県下関市「唐戸市場について」 

文教厚生委員会（５人）  ７月１６日～１８日 

新潟県十日町市「小中学校の学校規模の適正化について」 

新潟県村上市（開成）「バイオマスエネルギープラントについて」 

新潟県三条市「完全米飯給食と農業振興・地産地消について」ほか 

議会運営委員会（８人） １０月３日・４日 

埼玉県飯能市「タブレット端末導入による議会運営について」ほか 

埼玉県鶴ヶ島市「議会報告会について」ほか 

議 員 研 修 会 

東三河五市議会議員研修 

     ８月 ９日「南信州広域連合の戦略」 

議員研修 １月１８日「浜岡原子力発電所の津波対策について」 

     １月２２日「定住自立圏構想の推進等について」 

     ８月１１日「東京製鐵田原工場の概要について」 

     ８月３１日「地方議会の視点から考えるべき広域連合の論点

について」 

委 員 長 会 議 ５回 

議 案 件 数 

（平成２５年） 

条 例  ４１件   予 算  ２７件   決 算  １０件 

選 挙   ０件   推 薦   ４件   その他  １２件 

意見書   １件   請 願   １件   陳 情   ５件 

決 議   ０件   報 告  １１件   専 決   １件 
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（14）田原市議会議員名簿（当選回数・年齢順）   （平成２６年４月１日現在） 

氏 名 住所 党派別 会派名
当選
回数

所属 備考

眞 木 正 五 浦町 無所属 ３ 経済建設 監査委員

鈴 木 義 彦 宇津江町 無所属 ３ 総務

金 田 信 芳 田原町 無所属 ２ 総務 議長

杉 浦 文 平 折立町 無所属 無所属クラブ ２ 文教

赤 尾 昌 昭 豊島町 無所属 ２ 総務 総務委員長

太 田 由紀夫 福江町 無所属 ２ 文教
議会運営委員長・
予算決算委員長

北 野 谷 一 樹 田原町 無所属 ２ 経済建設 副議長

彦 坂 久 伸 豊島町 無所属 １ 文教 文教厚生委員長

渡 会 清 継 越戸町 無所属 １ 経済建設 経済建設委員長

河 合 喜 嗣 芦町 無所属 １ 総務

長 神 隆 士 大久保町 無所属 １ 経済建設

荒 木 茂 中山町 無所属 １ 経済建設

仲 谷 政 弘 西神戸町 無所属 １ 総務

柴 田 登 田原町 無所属 １ 文教

牧 野 京 史 東赤石 無所属 １ 文教

辻 史 子 高松町 公明党 公明党田原市議団 １ 文教

平 松 昭 徳 光崎 無所属 １ 経済建設

大 竹 正 章 六連町 無所属 １ 総務

小 川 貴 夫 古田町 無所属 １ 経済建設
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５ 田原市行政機構図               （平成２６年４月１日現在） 

福 江 保 育 園

伊 良 湖 岬 保 育 園

施設整備グルー プ・ 管理 運営 グル ープ

施 設 グ ル ー プ

市 民 生 活 課 窓 口 グ ル ー プ

会 計 管 理 者 会 計 課 会 計 グ ル ー プ

施 設 整 備 グ ル ー プ

衛 生 セ ン タ ー し 尿 処 理 グ ル ー プ

渥 美 支 所 地 域 課 地 域 グ ル ー プ

中 山 保 育 園中 山 保 育 園

水 道 部

小 中 山 保 育 園

水 道 部 水 道 課

工 務 グ ル ー プ

下 水 道 課 管 理 運 営 グ ル ー プ

業 務 グ ル ー プ

住 宅 グ ル ー プ

清 田 保 育 園建 築 グ ル ー プ

泉 保 育 園

維 持 管 理 課 維 持 管 理 グ ル ー プ

若 戸 保 育 園街 づ く り 推 進 課 街 づ く り グ ル ー プ

赤 羽 根 保 育 園

山 北 保 育 園建 設 グ ル ー プ

高 松 保 育 園用 地 グ ル ー プ

商 工 観 光 課 商 工 観 光 グ ル ー プ 大 草 保 育 園

都 市 建 設 部 土 木 課 管 理 グ ル ー プ 漆 田 保 育 園

農 業 公 園 管 理 事 務 所 農業公園管理グループ 北 部 保 育 園

営 農 支 援 課 営 農 支 援 グ ル ー プ 神 戸 保 育 園

産 業 振 興 部 農 政 課 農 政 グ ル ー プ 加 治 保 育 園

農 村 整 備 グ ル ー プ 中 部 保 育 園

保 健 グ ル ー プ 南 部 保 育 園

田 原 福 祉 専 門 学 校 教 務 庶 務 グ ル ー プ 東 部 保 育 園

第 一 保 育 園

健 康 課 保 健 予 防 グ ル ー プ 野 田 保 育 園

母 子 保 健 グ ル ー プ 六 連 保 育 園

（福祉事務所） 介 護 保 険 グ ル ー プ

援 護 グ ル ー プ

子 育 て 支 援 課 子 育 て 支援 グル ープ

各 保 育 園

地 域 福 祉 課

障 害 福 祉 グ ル ー プ

渥美資源化センターグループ

赤 羽 根 市 民 セ ン タ ー 市 民 生 活 グ ル ー プ

健 康 福 祉 部 高 齢 福 祉 課 高 齢 福 祉 グ ル ー プ

清 掃 管 理 課 資 源 循 環 グ ル ー プ

東 部 資 源 化 セ ン タ ー 施 設 グ ル ー プ

総 務 部 総 務 課

保 険 年 金 課 国 保 年 金 グ ル ー プ

医 療 グ ル ー プ

環 境 政 策 課 環 境 衛 生 グ ル ー プ

企 業 立 地 推 進 室

経 営 企 画 課 経 営 企 画 グ ル ー プ

財 政 ・ 管財 グル ープ

契 約 検 査 課

市 民 環 境 部

市 民 協 働 課 市 民 協 働 グ ル ー プ

市 民 税 グ ル ー プ

資 産 税 グ ル ー プ

収 納 推 進 課 収 納 グ ル ー プ

人 事 課

市 長 副市長 政 策 推 進 部 政 策 推 進 課 政 策 推 進 グ ル ー プ

企 業 立 地 グ ル ー プ

広 報 秘 書 グ ル ー プ広 報 秘 書 課

人 事 グ ル ー プ

税 務 課

財 政 課

行 政 ・ 文書 グル ープ

契 約 検 査 グ ル ー プ

情報システムグループ

市 民 課 市 民 グ ル ー プ

建 築 課

エコエネ推進グループ

赤 羽 根 環 境 セ ン タ ー 赤羽根環境センターグループ

渥 美 資 源 化 セ ン タ ー
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公平委員会 公 平 委 員 会 事 務 局

固 定 資 産評 価審 査委 員会 固 定 資産 評価 審査 委員 会事 務局

監 査 委員 監 査 委 員 事 務 局 監 査 グ ル ー プ

農業委員会

議 会 議　長 議 会 事 務 局 議 事 課 議 事 グ ル ー プ

選 挙 管 理 委 員 会 選 挙 管 理 委 員 会 事 務 局

渥 美 分 署 警 防 第 １ 係

警 防 第 ２ 係

警 防 第 ３ 係

農 業 委 員 会 事 務 局 庶 務 グ ル ー プ

警 防 第 ２ 係

警 防 第 ３ 係

赤 羽 根 分 署 警 防 第 １ 係

警 防 第 ２ 係

警 防 第 ３ 係

予 防 危 険 物 係

消 防 署 指 揮 第 １ 係

指 揮 第 ２ 係

指 揮 第 ３ 係

警 防 第 １ 係

消 防 本部 消 防 長 防 災 対 策 課 防 災 対 策 係

消 防 課 消 防 係

学 校 教 育 課 学 校 教 育 グ ル ー プ

文 化 生 涯 学 習 課 文化生涯学習グループ

給 食 セ ン タ ー

図 書 館 図 書 館 グ ル ー プ

教育委員会 教育長 教 育 部 教 育 総 務 課 総 務 グ ル ー プ

給 食 グ ル ー プ

教 育 企 画 室 教 育 企 画 グ ル ー プ

スポーツ振興グループス ポ ー ツ 課

施 設 管 理 グ ル ー プ
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６ 職員定数（市長、副市長、教育長は除く）    （Ｈ２６．４．１現在） 

人数

人 人 政 策 推 進 部 ２９(2)

総 務 部 ６６(5)

市 民 環 境 部 ４９(1)

健 康 福 祉 部 ２１２(4)

産 業 振 興 部 ３３

都 市 建 設 部 ４７(1)

水 道 部 （ 下 水 ） ２０

渥 美 支 所 １８

水 道 事 業 事 務 部 局 １５ １１

消 防 本 部 ２５(5)

消 防 署 ４６

赤 羽 根 分 署 １６

渥 美 分 署 ３１

議 会 事 務 局 ６ ６ 議 会 事 務 局 ６

選 挙 管 理 委 員 会 事 務 部 局 ５ ３ （兼）

監 査 委 員 事 務 局 ４ ３ 監 査 委 員 事 務 局 ３

農 業 委 員 会 事 務 部 局 ７ ５

公 平 委 員 会 事 務 部 局 ３ ３ （兼）

教 育 部 長 １

教 育 部 次 長 ２

教 育 総 務 課 ５

教 育 企 画 室 ２

学 校 教 育 課 ５

文 化 生 涯 学 習 課 １６

図 書 館 ９

ス ポ ー ツ 課 １２

教 育 委 員 会 の 所 管 に
属 す る 学 校 職 員

１９ １７ 用 務 員

会 計 課 ５

※田原市への派遣職員 １０

計 ８４１

（　）内の数字は派遣職員数

そ の 他 － ５

６９１(18)

消 防 事 務 部 局 １２６ １１８
(5)

教 育 委 員 会 事 務 局 ６９ ５２

区　　分 定数
実　　数

内　　訳

市 長 事 務 部 局

５８７ ４７４
(13)



 

- 10 - 

７ 市長･副市長･教育長の報酬 

区   分 金   額 改   正 

市   長 ９３０，０００円 平成１６年４月１日 

副 市 長 ７６０，０００円 平成１９年４月１日 

教 育 長 ６８０，０００円 平成２５年４月１日 

 

８ 財政状況 

（１）一般会計及び特別会計等予算                 （単位：千円） 

平成２５年度

28,600,000 △ 450,000 △ 1.5 29,050,000

給 食 セ ン タ ー
給 食 費 特 別 会 計

― ― ― 293,788

国 民 健 康 保 険
特 別 会 計

7,799,398 95,937 1.2 7,703,461

公 共 下 水 道 事 業
特 別 会 計

1,654,586 17,481 1.1 1,637,105

農 業 集 落 排 水 事 業
特 別 会 計

1,041,460 △ 736,097 △ 41.4 1,777,557

田 原 福 祉 専 門 学 校
特 別 会 計

115,783 △ 5,837 △ 4.8 121,620

介 護 保 険
特 別 会 計

4,655,853 569,839 13.9 4,086,014

中 心 市 街 地 商 業 等
活 性 化 事 業 特 別 会 計

― ― ― 29,322

後 期 高 齢 者 医 療
特 別 会 計

709,664 52,410 8.0 657,254

小　　計 15,976,744 △ 329,377 △ 2.0 16,306,121

44,576,744 △ 779,377 △ 1.7 45,356,121

2,039,164 178,359 9.6 1,860,805

46,615,908 △ 601,018 △ 1.3 47,216,926

当初予算額

一　　般　　会　　計

特
　
　
別
　
　
会
　
　
計

一般会計・特別会計 合計

水道事業会計

総合計
（一般・特別・水道会計）

※給食センター給食費特別会計及び中心市街地商業等活性化事業特別会計は、平成２６年度から一般
　 会計で処理します。

区　　　　　分

平成２６年度

当初予算額
対前年度
増 減 額

対前年度
伸率　(％)
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（２）一般会計予算（歳入）                   （単位：千円） 

平成25年度

対前年度 対前年度

伸率(％) 増 減 額

1 13,413,702 46.9 2.4 314,940 13,098,762

2 482,000 1.7 3.4 16,000 466,000

3 24,000 0.1 △ 4.0 △ 1,000 25,000

4 40,000 0.1 81.8 18,000 22,000

5 8,000 0.0 60.0 3,000 5,000

6 806,000 2.8 26.9 171,000 635,000

7 18,000 0.1 0.0 0 18,000

8 72,000 0.3 △ 56.6 △ 94,000 166,000

9 26,000 0.1 △ 7.1 △ 2,000 28,000

10 3,291,000 11.5 △ 0.9 △ 29,000 3,320,000

11 11,800 0.0 △ 1.7 △ 200 12,000

12 331,064 1.2 0.9 3,051 328,013

13 413,929 1.5 △ 0.1 △ 425 414,354

14 2,212,440 7.7 △ 26.4 △ 793,619 3,006,059

15 2,396,544 8.4 98.4 1,188,482 1,208,062

16 77,198 0.3 △ 25.6 △ 26,606 103,804

17 6 0.0 20.0 1 5

18 2,097,593 7.3 13.8 254,734 1,842,859

19 800,000 2.8 △ 3.5 △ 29,000 829,000

20 698,724 2.4 65.5 276,642 422,082

21 1,380,000 4.8 △ 55.5 △ 1,720,000 3,100,000

28,600,000 100.0 △ 1.5 △ 450,000 29,050,000

財 産 収 入

交 通 安 全 対 策
特 別 交 付 金

繰 入 金

繰 越 金

諸 収 入

市 債

合　　　　　計

分 担 金 及 び 負 担 金

使 用 料 及 び 手 数 料

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

地 方 譲 与 税

利 子 割 交 付 金

配 当 割 交 付 金

株 式 等 譲 渡
所 得 割 交 付 金

地 方 消 費 税 交 付 金

寄 附 金

ゴ ル フ 場 利 用 税 交 付 金

自 動 車 取 得 税 交 付 金

地 方 特 例 交 付 金

地 方 交 付 税

区 分

平成26年度

当初予算額
構成比

(％)
当初予算額

市 税
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（３）一般会計予算（歳出）                   （単位：千円） 

平成25年度

対前年度 対前年度

伸率(％) 増 減 額

1 議 会 費 216,106 0.8 △ 4.9 △ 11,194 227,300

2 総 務 費 2,827,279 9.9 3.0 83,373 2,743,906

3 民 生 費 8,393,267 29.3 10.0 766,038 7,627,229

4 衛 生 費 2,459,045 8.6 5.3 124,130 2,334,915

5 労 働 費 22,321 0.1 △ 48.8 △ 21,288 43,609

6 農 林 水 産 業 費 2,620,804 9.2 67.2 1,053,653 1,567,151

7 商 工 費 862,094 3.0 △ 36.0 △ 484,137 1,346,231

8 土 木 費 3,188,635 11.1 △ 24.9 △ 1,055,944 4,244,579

9 消 防 費 1,588,270 5.6 5.5 82,776 1,505,494

10 教 育 費 2,940,338 10.3 △ 25.4 △ 1,002,179 3,942,517

11 災 害 復 旧 費 4 0.0 0.0 0 4

12 公 債 費 3,451,837 12.0 0.4 14,772 3,437,065

13 予 備 費 30,000 0.1 0.0 0 30,000

28,600,000 100.0 △ 1.5 △ 450,000 29,050,000合 計

平成26年度

区分 構成比
(％)

当初予算額 当初予算額
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（４）一般会計予算（歳出）性質調                （単位：千円） 

平成25年度

対前年度 対前年度

伸率(％) 増 減 額

人 件 費 5,743,567 20.1 0.5 26,914 5,716,653

扶 助 費 3,663,976 12.8 5.7 196,413 3,467,563

公 債 費 3,451,837 12.0 0.4 14,772 3,437,065

　(1)　元　　　　　金 3,127,621 10.9 1.5 47,156 3,080,465

　(2)　利　　　　　子 324,216 1.1 △ 9.1 △ 32,384 356,600

計 12,859,380 44.9 1.9 238,099 12,621,281

物 件 費 5,225,955 18.3 20.4 885,034 4,340,921

維 持 補 修 費 516,756 1.8 7.8 37,175 479,581

補 助 費 等 2,340,894 8.2 △ 16.2 △ 451,678 2,792,572

積 立 金 18,303 0.1 104.6 9,356 8,947

投 資 及 び 出 資 金 1,500 0.0 皆増 1,500 0

貸 付 金 116,600 0.4 0.0 0 116,600

繰 出 金 2,434,971 8.5 △ 4.6 △ 117,823 2,552,794

そ の 他 30,000 0.1 0.0 0 30,000

計 10,684,979 37.4 3.5 363,564 10,321,415

普 通 建 設 事 業 費 5,055,637 17.7 △ 17.2 △ 1,051,663 6,107,300

　(1)補助建設事業 2,043,211 7.2 △ 52.7 △ 2,278,706 4,321,917

　(2)単独建設事業 3,012,426 10.5 68.7 1,227,043 1,785,383

災 害 復 旧 費 4 0.0 0.0 0 4

計 5,055,641 17.7 △ 17.2 △ 1,051,663 6,107,304

28,600,000 100.0 △ 1.5 △ 450,000 29,050,000合　　　　　計

経 費 分 類

義

務

的

経

費

そ

の

他

経

費

投

資

的

経

費

平成26年度

当初予算額
構成比

(％)
当初予算額

 



 

- 14 - 

市民憲章（平成１７年１０月１日制定） 

 
わたしたちは、恵まれた自然と輝かしい伝統にはぐく

まれたこのまちに誇りをもち、互いの心がふれ合い、

明るい未来が展望される郷土を築くため、この憲章を

定めます。 

 

１ 自然を愛し、水と緑のやすらぎのある 

美しいまちをつくりましょう。  

１ 心と体をきたえ、健康で明るい 

生きがいのあるまちをつくりましょう。  

１ 教養を深め、文化のかおり高い 

心豊かなまちをつくりましょう。  

１ 互いに助け合い、安心で安全な 

暮らしやすいまちをつくりましょう。  

１ 勤労を尊び、活気あふれる 

伸びゆくまちをつくりましょう。  

 

 

 
    市章 

 

 
平成１７年１０月１日制定 

市章デザインの趣旨 

緑豊かな「渥美半島」を黄緑色、「澄ん

だ空と美しい海」を青い横縞で市が目

指すガーデンシティをイメージした。

また、中央の円は「三河湾」で調和、

全体の形は半島の矢印により活力・前

進を表し、うるおいと活力が共生する

新都市をイメージしている。 
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